
一年間の支部別　目標・加入・脱退・純増減数

支 部 名 年間
目標数

年間
加入数

前期（ ６～11） 後期（12～ ５ ） 年間
脱退数

純増
減数目標 実績 目標 実績

中 央 大 浦 38 39 19 15 19 24 38 １
市 南 18 ９ ９ ４ ９ ５ 19 ▲10
東 長 崎 26 28 13 11 13 17 38 ▲10
浦 上 西 40 36 20 16 20 20 41 ▲５
浦 上 東 15 ８ ８ ４ ８ ４ 11 ▲３
西 彼 35 28 18 14 18 14 48 ▲20
諫 早 40 43 20 18 20 25 46 ▲３
大 村 40 29 20 19 20 10 40 ▲11

島 原 40 62 20 26 20 36 60 ２
佐世保中央 25 12 12 ５ 12 ７ 37 ▲25
佐 世 保 東 27 18 13 10 13 ８ 43 ▲25
佐 世 保 北 20 ８ 10 ６ 10 ２ 25 ▲17
北 松 20 ６ 10 ２ 10 ４ 18 ▲12
平 戸 13 ６ ６ ２ ６ ４ 13 ▲７
五島（本部） ３ ５ ２ １ ２ ４ ４ １
合 計 400 337 200 153 200 184 481 ▲144

市
体
育
文
化
館
）
に
て
、
九
州

各
県
か
ら
青
年
部
の
仲
間
た
ち

が
集
結
し
、
計
六
十
一
名
の
参

加
で
「
九
地
協
青
年
部
交
流
集

会
」
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
一
日
目
の
学
習
会
で
は
、
全

建
総
連
の
竹
谷
組
織
部
長
を
講

師
に
お
迎
え
し
「
青
年
部
・
組

織
の
拡
大
に
つ
い
て
」
の
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
訪
問
行
動
の
重
要
性
を
説
明

さ
れ
る
中
、
竹
谷
部
長
か
ら
の

「
各
県
連
の
青
年
部
長
、
訪
問

行
動
は
何
件
実
施
し
ま
す

か
？
」
と
い
う
ガ
チ
ン
コ
質
問

で
会
場
に
は
緊
張
が
走
り
、
各

部
長
に
よ
る
目
標
宣
言
が
行
わ

れ
、
運
営
に
そ
の
目
標
数
が

し
っ
か
り
と
記
録
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
の
訪
問
行
動
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
、
今
後

の
拡
大
運
動
に
向
け
た
準
備
は

バ
ッ
チ
リ
整
い
ま
し
た
。

　
夜
の
懇
親
会
で
は
、
各
県
連

対
抗
の
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
（
団
体
戦
）
が
開
催
さ
れ
大

盛
り
上
が
り
。
我
が
建
設
長
崎

は
惜
し
く
も
初
戦
敗
退
し
た
も

の
の
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ

チ
で
、
優
勝
し
た
福
建
労
の
力

自
慢
を
方
山
部
長
が
圧
倒
し
、

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
方
山
」
の
名

を
轟
か
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
中
に
は
、
九
地
協

の
代
表
と
し
て
全
国
青
協
幹
事

の
重
責
を
担
わ
れ
た
大
分
建
労

の
栄
留
さ
ん
に
退
任
の
感
謝
状

と「
ビ
ッ
グ
な
副
賞
」の
贈
呈
も

行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
多
大
な

ご
尽
力
を
全
員
で
労
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
と

し
て
「
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
」
を

開
催
。
二
日
酔
い
の
体
に
鞭
を

打
ち
、
全
員
が
へ
と
へ
と
汗
だ

く
に
な
り
な
が
ら
巨
大
な
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

　
白
熱
の
試
合
の
結
果
、
事
前

練
習
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
「
建

設
長
崎
①
」
チ
ー
ム
が
見
事
優

勝
、
さ
ら
に
「
建
設
長
崎
②
」

チ
ー
ム
が
準
優
勝
を
飾
り
、
地

元
・
長
崎
が
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
を
達
成
し
ま
し
た

（
第
三
位
は「
全
福
③
」チ
ー
ム
）。

　
開
催
ホ
ス
ト
県
と
し
て
準
備

を
進
め
て
き
た
本
集
会
で
し
た

が
、
九
州
の
仲
間
た
ち
が
一
体

と
な
り
、
共
に
学
び
、
汗
を
流

し
た
素
晴
ら
し
い
二
日
間
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
深
め
た
絆
を
、

今
後
の
組
合
活
動
へ
と
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

　
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
四
日
、

二
十
五
日
の
両
日
、

長
崎
県
佐
世
保
市
（
サ
ン
ウ
エ

ス
ト
ホ
テ
ル
佐
世
保
・
佐
世
保

熱
い
講
演
と
白
熱
の
キ
ン
ボ
ー
ル
で
九
州
の
絆
を
深
め
る

四
支
部
が
年
間
拡
大
目
標
を
達
成
！�

�

二
支
部
が
年
間
純
増
を
果
た
す
！

　
組
合
で
は
第
八
十
回
定
期
大

会
で
決
定
し
た
年
間
拡
大
目
標

四
〇
〇
名
の
達
成
に
向
け
、
こ

の
一
年
間
、
各
支
部
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
十
二
月
に
は
第
三

次
担
い
手
３
法
が
全
面
施
行
さ

れ
、
労
働
者
の
賃
上
げ
や
処
遇

改
善
に
向
け
た
動
き
が
進
む
一

方
、
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る

建
築
資
材
の
高
騰
や
遅
延
な
ど

の
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
あ
る
な
か
、

全
建
総
連
で
は
「
賃
上
げ
チ
ャ

レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
展
開

し
、
法
改
正
を
追
い
風
に
賃

金
・
単
価
の
引
き
上
げ
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、

浦
上
東
支
部
で
は
新
加
入
者
宅

や
役
員
宅
を
中
心
に
夜
間
訪
問

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本

部
青
年
部
で
は
、
青
年
層
活
動

家
の
拡
大
に
向
け
て
全
建
総
連

の
竹
谷
組
織
部
長
を
招
き
、
拡

大
行
動
時
の
心
得
や
注
意
点
に

つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
う

え
で
、
佐
世
保
地
区
の
若
い
組

合
員
世
帯
へ
の
訪
問
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
拡
大
取
り
組
み
の

結
果
、
中
央
大
浦
支
部
、
東
長

崎
支
部
、
諫
早
支
部
、
島
原
支

部
の
四
支
部
が
年
間
拡
大
目
標

を
達
成
し
、
全
体
で
三
三
七
名

が
新
た
に
組
合
へ
加
入
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
中
央
大
浦
支
部
、

島
原
支
部
の
二
支
部
は
年
間
組

織
数
が
純
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
脱
退
者
数
は
四
八
一
名

で
、
加
入
者
数
と
の
差
し
引
き

で
は
一
四
四
名
の
組
織
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
通
年
運
動
と
し
て
展
開
し
て

い
る
組
織
拡
大
行
動
で
す
が
、

七
月
開
催
の
第
八
十
一
回
定
期

大
会
で
新
年
度
の
拡
大
目
標
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
拡
大
行
動
へ

の
参
加
と
あ
わ
せ
て
、
今
一
度
、

皆
様
の
周
り
に
い
る
職
人
や
仲

間
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

未
加
入
者
情
報
の
掘
り
起
こ
し

と
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

組
織
拡
大
運
動
総
括
令和
７
年度

九地協青年部交流集会が長崎・佐世保で開催！

下記の文例を参考にしながら、
要請ハガキを書きあげましょう
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<□□>の部分は、差出人
との続柄を記入します

組合員本人が差出人であれば 私
組合員の妻が 〃 私の夫
組合員の子が 〃 私の父
組合員の親が 〃 私の子

<●●>の部分は、組合員の
職種を記入します

例)大工 左官 設備工 鳶工
電気工 解体工 配管工 等

×→建設業 解体業 土木業等

〇ハガキに自筆(ボールペン)で記入をお願いします
〇職種は具体的に記入して下さい。
〇ポストに直接投函しないで下さい。
〇書き損じのハガキも返却下さい。

国保要請ハガキの書き方
ご協力よろしくお願いします。
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「
お
そ
れ
情
報
」
の
共
有
は
し
て
い
ま
す
か
？

資
材
価
格
高
騰
時
の
契
約
変
更
ル
ー
ル
を
改
め
て
確
認

佐
世
保
東
支
部

旅
行
会

雨
も
旅
の
醍
醐
味　

二
年
半
ぶ
り
の
支
部
旅
行

　
佐
世
保
東
支
部
で
は
、
四
月

二
十
五
日
㈯
～
二
十
六
日
㈰
に

か
け
て
、
湯
布
院
方
面
へ
約
二

年
半
ぶ
り
に
支
部
旅
行
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
組
合
員
十

一
名
、
ご
家
族
六
名
の
計
十
七

名
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
幸
い
朝
か
ら
晴
れ
、

無
事
時
間
通
り
出
発
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
道
中
お
酒
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
ず
日

田
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
工
場
を

見
学
し
、
昼
食
は
敷
地
内
の
お

店
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
九
重
大
吊

橋
に
寄
り
、
十
七
時

こ
ろ
に
旅
館
に
到
着

し
ま
し
た
。
旅
館
で

の
宴
会
で
は
地
元
の

お
酒
、
お
野
菜
、
お

肉
や
お
魚
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
談
笑
さ

れ
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

も
盛
り
上
が
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
予

定
時
間
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
各
お
部
屋
に
戻

ら
れ
て
か
ら
も
皆
様
お
酒
を
楽

し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
二
日
目
は
朝
か
ら
あ
い
に
く

の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、

各
自
湯
布
院
の
散
策
を
行
い
、

皆
様
お
土
産
な
ど
を
買
わ
れ
た

り
し
て
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ま
れ
て

い
た
よ
う
で
し
た
。
昼
食
は
湯

布
院
の
お
店
で
蒸
し
料
理
を
頂

き
、
冷
え
た
身
体
を
暖
め
、
そ

の
後
道
の
駅
な
ど
に
寄
り
な
が

ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
事

故
や
怪
我
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も

な
く
、
無
事
支
部
旅
行
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浦
上
東
支
部

Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会

肉
！
肉
！
肉
！
＆
笑
顔
あ
ふ
れ
る
懇
親
会

　
日
差
し
が
少
し
痛
く

感
じ
る
夏
日
に
見
舞
わ

れ
五
月
最
後
の
日
曜
日
、

浦
上
東
支
部
で
は
家
族

ぐ
る
み
の
親
睦
交
流
を

図
る
た
め
、
ア
イ
ラ
ン

ド
長
崎
伊
王
島
に
お
い

て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会
を
開

催
。
今
回
は
会
場
の
都

合
に
よ
り
支
部
管
内
外

で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
四
五
名
の
組
合
員

と
家
族
の
方
が
参
加
。

開
会
に
あ
た
り
佐
藤
委

員
長
よ
り
挨
拶
を
頂
い

た
後
、
場
内
ス
タ
ッ
フ

よ
り
説
明
を
受
け
て
交

流
会
を
開
始
。
昨
今
の

物
価
高
騰
や
長
期
化
す

る
中
東
情
勢
に
よ
り
何

か
と
暗
い
話
題
が
多
い
中
で
、

少
し
で
も
皆
さ
ん
に
元
気
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
支
部

長
の
計
ら
い
で
急
遽
追
加
注
文

も
О
Ｋ
に
。
皆
さ
ん
思
う
存
分

Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
モ
ク
モ
ク
と
煙

が
漂
う
会
場
内
で
は
、
優
し
さ

溢
れ
る
パ
パ
の
一
面
や
美
味
し

そ
う
に
お
肉
を
頬
張
る
子
供
た

ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
今
回
ご
多
忙
の
中
、

坂
本
県
議
も
駆
け
つ
け
て
頂
き
、

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に

中
尾
分
会
長
の
締
め
の
挨
拶
で

閉
会
。
二
時
間
限
定
の
短
間
の

交
流
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
非

常
に
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

浦
上
西
支
部

畝
刈
三
重　
合
同
釣
り
大
会

大
物
目
指
し
て
い
ざ
出
航　

釣
果
の
ほ
ど
は
…

　
浦
上
西
支
部
の
畝
刈
及
び
三

重
分
会
は
、
合
同
で
釣
り
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
五
月
三
日
㈰
に
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
憎
、

悪
天
候
の
天
気
予
報
だ
っ
た
た

め
、
一
週
間
後
の
五
月
十
日
㈰

に
開
催
。
漁
業
関
係
者
と
の
混

雑
を
避
け
る
た
め
、
い
つ
も
の

三
重
漁
港
桟
橋
か
ら
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
程
、
移
動
し
た
と
こ

ろ
を
集
合
場
所
と
す
る
な
ど
の

配
慮
を
す
る
も
の
の
、
当
日
ま

で
に
連
絡
が
つ
か
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
、
出
発

時
間
が
随
分
と
遅
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
参
加

者
十
名
全
員
が

揃
っ
て
出
航
し
、

お
見
送
り
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
雲

一
つ
な
い
青
空
が

広
が
っ
て
お
り
、

き
っ
と
あ
ら
か
ぶ

な
ど
沢
山
の
お
魚

が
釣
れ
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

技
術
・
技
能
を
若
い
世
代
へ
「
規
矩
術
」
講
習
会

　
五
月
十
六
日
㈯
～
十
七
日

㈰
本
部
技
対
部
で
は
、
青
年

層
組
合
員
を
対
象
に
組
合
本

部
で
規
矩
術
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
青
年
技

能
競
技
全
国
大
会
に
出
場
を

希
望
す
る
若
者
と
基
礎
的
な

知
識
を
習
得
し
た
い
四
名
の

若
者
が
参
加
。
技
能
競
技
大

会
の
課
題
で
あ
る
四
方
転
び

踏
み
台
を
題
材
に
講
師
の
中

尾
副
委
員
長
、
須
藤
副
委
員

長
よ
り
課
題
の
変
更
箇
所
や

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
雛
型

を
活
用
し
な
が
ら
細
か
い
部

分
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

指
導
を
受
け
た

参
加
者
の
皆
さ

ん
は
今
回
の
変

更
箇
所
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
二

日
間
の
講
習
で
、

早
い
方
は
製
図

と
組
み
上
げ
ま

で
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
年
、

建
築
様
式
の
変
化
に
よ
り
規

矩
術
に
対
す
る
若
者
の
意
識

が
薄
れ
る
中
で
規
矩
術
の
重

要
性
を
認
識
し
、
技
能
の
研

鑽
を
重
ね
る
若
者
は
匠
の
技

を
継
承
す
る
貴
重
な
存
在
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ

う
し
た
講
習
会
を
開
催
し
な

が
ら
後
継
者
育
成
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
は
五
月
二
十

七
日
、
中
東
情
勢
の
変
化
等

に
伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
騰
を
踏
ま

え
、
建
設
業
団
体
に
対
し
、

適
切
な
価
格
転
嫁
や
工
期
変

更
協
議
の
徹
底
を
求
め
る
通

知
を
発
出
し
ま
し
た
。

　
石
油
や
ナ
フ
サ
を
原
料
と

す
る
建
設
資
材
で
は
、
価
格

上
昇
や
供
給
不
安
が
広
が
っ

て
お
り
、
国
交
省
は
、
こ
う

し
た
状
況
は
「
受
注
者
の
責

に
よ
ら
な
い
事
情
変
更
」
に

当
た
る
と
し
て
、
請
負
代
金

や
工
期
変
更
の
協
議
を
適
切

に
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

一�

、
請
負
代
金
・
工
期
変
更

協
議
の
適
切
な
実
施

　
改
正
建
設
業
法
で
は
、
資

材
価
格
高
騰
な
ど
工
期
や
請

負
代
金
に
影
響
を
及
ぼ
す
事

象
に
つ
い
て
、
契
約
締
結
前

に
受
注
予
定
者
か
ら
注
文
者

へ
「
お
そ
れ
情
報
」
を
通
知

す
る
こ
と
で
、
契
約
変
更
協

議
を
円
滑
に
進
め
る
仕
組
み

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
注
文
者
側
に
も
、

変
更
協
議
の
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
に
は
誠
実
に
応
じ
る

努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
国
交
省
は
、
必
要
な
変
更

契
約
を
行
わ
ず
、
請
負
代
金

が
通
常
必
要
な
原
価
を
下
回

る
場
合
に
は
「
不
当
に
低
い

請
負
代
金
」
に
該
当
す
る
可

能
性
が
あ
る
ほ
か
、
必
要
な

工
期
変
更
を
行
わ
な
い
場
合

に
は
「
著
し
く
短
い
工
期
」

に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
し
て
、
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

二�

、
工
期
変
更
に
伴
う
費
用

負
担
へ
の
適
切
な
対
応

　
工
期
変
更
に
よ
っ
て
追
加

費
用
が
発
生
し
た
場
合
に
つ

い
て
も
、
注
文
者
と
受
注
者

が
十
分
に
協
議
し
、
適
切
な

費
用
負
担
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
元
請
企
業
が
一
方

的
に
下
請
事
業
者
へ
費
用
負

担
を
求
め
た
り
、
必
要
な
変

更
契
約
を
行
わ
な
い
ま
ま
負

担
を
押
し
付
け
た
り
す
る
行

為
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
法

違
反
や
不
誠
実
な
行
為
に
該

当
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

三�

、「
お
そ
れ
情
報
」未
通
知

で
も
変
更
協
議
は
必
要

　
通
知
で
は
、
契
約
締
結
前

に
「
お
そ
れ
情
報
」
の
通
知

が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け

を
理
由
に
変
更
協
議
を
拒
否

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

と
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
契
約
後
に
資
材
価
格
高
騰

や
納
期
遅
延
な
ど
の
事
象
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
事
前

通
知
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

発
注
者
・
受
注
者
双
方
が
誠

実
に
協
議
へ
応
じ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

二級建築施工管理技士対策講座
受講生募集中‼

受講申込受付
講 習 場 所

令和 8年 8月下旬～11月
上旬まで（33日間予定）

講 習 内 容

受 験 資 格

建築一般Ⅰ・建築一般Ⅱ
安全管理・施工計画
品質管理・工程管理
法規Ⅰ・法規Ⅱ・実地全般

（実務経験）
高等学校(指定学科卒) 3 年以上、指定
学科以外卒業後 4年 6ヶ月以上
実務経験者 8 年以上、大学・専門校に
より実務経験は異なります。

4
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※規定料金が異なる場合がございます。各温泉施設までお問合せ下さい。
2026.6.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
　
崎
　
・
　
西
　
彼
　
地
　
区

稲佐山温泉　アマンディ 大人 830円 － ▲300円 530円 長崎市曙町39-38
095-862-5555

令和 ８年11月より内装工事に伴い温泉補助券の利用が令和 ８年10月 １日から温泉補助券が利用できません。ご注意ください。

i＋Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島 大人

ホテル側

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町 1 丁目3277-7
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 － ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284
095-856-2631

県
　
央
　
地
　
区

サンスパ
おおむら　ゆの華 大人 820円

▲120円 
【メンバーズカード

有無に関わらず】
▲300円 400円 大村市森園町663-3

0957-50-1126

青雲荘 大人 880円 － ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500-1

0957-73-3273
小地獄温泉館 大人 500円 － ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上） 
［ ７ ：30 ～16：30］ 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957-74-3141

大人 
［16：30 ～21：30］ 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ
（保険証・運転免許証をご提示ください） 

大人（60歳以上）［ ７ ：30 ～21：30］
209円 差額は返金されません。 ０円

いいもり月の丘 大人 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地
0957-28-4141

県
　
北
　
地
　
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 750円 － ▲300円 450円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956-82-2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 700円 － ▲300円 400円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956-82-6868

ザ・パラダイス 
ガーデン サセボ（※ １ ） 大人 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12

0956-39-4800

ホテルローレライ 
ばってんの湯（※ １ ） 大人 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449

0956-59-3939

はさみ温泉
湯治楼

大人 平日 800円 － ▲300円 500円
東彼杵郡波佐見町長野郷

558-3
0956-76-9008

大人 土・日・祝 850円 － ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2
0956-66-2617

サムソンホテル 大人 1,000円 － ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6
0950-57-1110

（※１）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表 ～令和 ８年 ８月 １日以降の医療機関受診に際して～

７ 月下旬に「資格情報のお知らせ」又は「資格確認書」を 
普通郵便にて、お送りいたします。
　今年度も、マイナ保険証の有無によって「資格情報のお知らせ」又は「資格確認
書」を郵送させていただきますので、ご確認ください。
　※�マイナ保険証の利用登録（紐付け）に関しては、中間サーバー（厚生労働省が

提供する情報連携を行うシステム）に送られてきたデータを基に判断します。
■70歳以上の皆様について（高齢受給者証の交付）■
　本年度も、マイナ保険証をお持ちでない方については、これまで通り「高齢受給
者証」の発行を行いますが、マイナ保険証をお持ちの方につきましては、「高齢受
給者証」の発行は行いませんので、ご注意ください。
※マイナ保険証に負担割合の情報が紐付けされています。
■限度額適用認定証の交付について■
　本年度も、マイナ保険証をお持ちでない方については、これまで通り、長建国保
で申請を受理後に「限度額適用認定証」の交付を行いますが、マイナ保険証をお持
ちの方につきましては、「限度額適用認定証」の申請は不要となります。
※�マイナ保険証に自己負担限度額の情報が紐付けされており、窓口での支払いを自
己負担限度額までとすることができます。
※�オンライン資格確認未導入の医療機関等では、引き続き「限度額適用認定証」の
提出が必要になります。

重要

令和 8年度巡回健診
まだまだお申込みをお待ちしております！！

実施日 健診時間帯 健診会場（予定）
７ 月26日㈰ ９ 時30分～12時 郡地区公民館（大村）� ※今年度より会場が変更
８ 月23日㈰ ９ 時30分～12時 諫早市健康福祉センター� ※今年度より会場が変更
８ 月30日㈰ ９ 時30分～12時 相浦地区コミュニティセンター（佐世保）
９ 月 ６ 日㈰ ９ 時30分～12時 島原市有明総合文化会館
９ 月13日㈰ ９ 時30分～12時 平戸文化センター（会議室Ａ）
９ 月27日㈰ ９ 時30分～12時 広田地区コミュニティセンター（佐世保）

令和 8年度巡回健診実施日程

【お申込みに関するお願い】
・�巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の ２週間前必着で組合へお申込みくだ
さい。

※40歳未満の方も2，000円のご負担で受診可能です。
→�実施日までに各所属支部の窓口にてお支払いいただくようお願いいたします。
　金銭授受による混雑を避けるため、ご協力をお願いいたします。
　なお、やむを得ない場合は、各所属支部にご連絡をお願いいたします。

全身の健康は歯の健康から

無料　歯科健診を受けましょう！!
対象者　40歳以上（特定健診対象者）　　　　受診期間　【令和 ８年 ６月～令和 ９年 ３月】

長崎県の歯科医療機関で、口腔内検査・口腔衛生指導を基本とした口腔内に関わる健診を無料で受診できます
　歯は食べ物を身体に取り入れ、栄養とする為に大切な役割を担っています。口腔内環境の悪化によって大切な歯を失ってしまうと、毎日の食事が美味しくな
くなってしまうほか、最近の研究では歯周病が重篤な全身疾患を引き起こす原因となることも明らかになっています。この機会にぜひ受診しましょう。

歯科健診受診券は今年 5 月にお送
りした『特定健診のご案内』（A４サ
イズのエメラルド色の封筒）に同封
しております。 
 
※サーモン色の小さい用紙をご確

認ください！ 
 

建設国保　歯科健診受診券

受 診 年 月 日

医 療 機 関 名

マイナ保険証
資格確認書番号

組 合 員 氏 名

受 診 者 氏 名

受診者連絡先

医 療 機 関
自 己 負 担 額

保 険 者 名
（ 発行機関 ）

有 効 期 間

令和　　年　　月　　日

長けん

 

全　額　無　料（０円）

令和8年6月1日～令和9年3月31日

〒852-8021

長崎市城山町 29 番 26 号

長崎県建設事業国民健康保険組合

電話　095-862-8463

【個人情報同意書】 同意される場合は、□にチェック（✓）を入れてください。
□ 私は、歯科健診に関する個人情報の利用および管理について同意いたします。

【医療機関各位】 受診券と健診票は長崎県歯科医師会にご提出（請求）ください。

※

〇 〇 〇

○○歯科医院

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長建　太郎

長建　花子

○○○－○○○○－○○○○

建設国保歯科健診受診券（記入例）

受診（手続き方法）の流れ
STEP1 ご希望の歯科医院を選び、健診の電話予約をしてください。

・令和 ９年 ３月31日迄の期間で予約してください。
・予約なしでは受診できませんのでご注意ください。

⬇
STEP2 予約を入れた歯科医療機関に下記 ２点を持参し、受診してくだ

さい。
◎令和 ８年度歯科健診受診券（サーモン色）
◎マイナ保険証 or 資格確認書
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